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昭和44年度DC卒業者 ･提出論文名 (物性理論のみ ) ; 東大 ･理
福 山 秀 敏 BlochEユectronsinMagneticField.8
塚 田 鍵 や.Jt,法による不規則系の研究
埠方大学だより
O福山秀俊氏 (東北大 ｡姓 ･物性 ｡真木研 )
5月8日から1ケ月の予定で ,九大 9盤 ｡物色 ･都築研に梅毒｡
o特別 艶 義 1≠
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簡 賓 論 文 入 選 発 衷
｢物僅研究 ｣編,集部
当編集部壮創刊 5周年記念車菜 として ｢物 性 物 理 学 をどのように発展させ
るか ｣をテ･-マとする懸賞論文を募集 して.来ました.O募集の主旨 〔物研 vo1.ll
(1'9169･,5甘 一)､,-P.460〕にもありますように｢物性物理学の発展 ｣
ゝ
と去う題は広い●意味に考え ,論文の内容 ,中心テ ーマとしてはある分野の現状
分析と将来像を中心とするような純学問的なものであ って もよいし ,例えば研
究体制 ,教育のあ､り方 ,大学の白魔 と良主化につ夜が りを持つようを体制論的
夜 ものまで種々あ ってよいとしま したO
また懸賞応募 として投蒋 されたもの以外も.募集期間 (多少その前後 も含めて )
内に投塙されたものはすべて懸賞め対象･とする}宅 と忙しましたム
編集部は 引卦の編集会議において選考を行覆い ,下記のよう夜経過によ り結
局次の三論文を入選論文に選び ,それぞれの著者に賞金として各 5万円を贈呈
することに決定 しま した ｡ (以下敬称略 ) ＼
人 選 論 文
o 勝木 漫 ; 共同利用研究所と｢地方大学 ｣
〔'vo1.ll(19占9,5月 ),p.446〕
o 京大 ･物理第 1教室生物物理自主研究 グループ ;
研究者の論理と実践 `
〔voJl.15(1969一,10月),p.45〕





O 飯田修- ,藤川頼彦 ; 古典電磁力学の-限界領域Jをめ ぐって
〔vo1.12(1969,9月 ),p.577〕





｡ 大貫 倍 ;神経力学lvo1.15(1969 ,12月),p.148/






- 般 論 文
o池田 恵､; 研究の ■自由 Jについて 一才
〔vo1.12(1969,6月),p.199〕■
O 勝木 浸 ; 共同利用研究所と｢地方大学 ｣. 一､ ,11I
〔vol･11(19占9,5月 ).I,pt446〕
o 蔵本由紀 ; 何のための研究か ?
〔vol.15(1969,10月 ),p.58〕


















では夜 く ,一般的読者-の訴えかけに乏 しいO この意味で純学問的論文を更に
しぼるとする と Li㌔候補として飯田 ,大貴両論文密残すのが適当であるとして ,/
論文内容陀近め仕事を･してお られる′ベテランをふきェ′7)-として各2名ずつ選









の忙同情はするが ,不満を並べたてた少 々八つ当り的論文で ▲i､:教 ちらこちらに




学問研究の意味を雀 の全領観 との連関の下に問い直す ｣と蓋ういわゆる学園閲
争における一つの∵中心的思想を強訴 してい要す ･｡･この論文に対しては編集部内
にかな りの支持があ りま したが ,有名夜広重論文 〔自然 1969 ,2月 〕の
出た後の時点において ,この論文によって果 して何が新しく提起され ,明らか
にされ･たかを省みる一夜らば ･やは り弔さ物足 りなさを感じる｡~文栄で ｢私達研
究者にとってぜひともとり組ま夜ければなら覆り課題と心耳 '共同研究と地方
大学間題の把え方についての意見を述べて.いるが ,この部分按∴･.兜 と必ば ,物
性研は東大の第二理学部であJ･Bというようないさ 淋ゝ独断的と云われてもやむ
を得ぬものを含んでお り.,-もの論文の説得力に対して反らて逆効果に衝いてい
るよう笹も思えるO 全般的に情緒的 '文学約.-,億葦風で ,著者も懸賞応募論文
とは考えず陀書かれたであろうし,結局 これでは候補から外3'･ざる壕 得をいと
云 うことに夜りました O
か くて4月 20日の編集会議は飯田 ,･大貫 ,勝木 ,京大自主研の4論文のみ
を残すこととし,レフェ7)-の意見待ちの形で i決定を次回の編集会議に持越
しました ｡ -
ノ最終決定の･ための編集会議は 5月21日開かれました O まず レフェ･.リー (ProT






心的でスケールの大きさもある｣とされています ｡ しか し｢このような方法の
基礎ず叶と適用限界を明確にするための換封が不十分であり,ここで行なわれ
ているような近似では太質的夜点が落ちているように思われる｣と云う意見で





に対 しいくつかの結論を与えています.レフェ7)一によれば ｢この種類の問題 ,
つま り一応は教科書物理の範囲で解決がつくべき問題でありながら ,一方VEか
いてそれを正しく適用すること'が非常に困難であるよう覆問題について,これ
らを虚 しく討論する場がほとんどないこと ,また討論できる人が少いことよお ,
して ,本誌がこれを採点したことはよいこJとである ｣とされていますOしかも
レフ ェリーはこの鯨文の結論を支持してお られ ,内容の高さからみても物性研
究に椅載されるべき論文としてはふさわしいものの一つと云えましょうO しか
し果 してこの論文が物性研究の一般的常識をもつ人に強 く7豆-ルする表現を
取 っているか ,｢物性物理学をどのように発展させるか ｣の募集の主旨に対す
る適官位と云 う面から見ると ,これを入選 とすることはやはり無理があるとし,
結首純学問的論文VCは入選作夜Lとして一般論文に移 りました･O











理学の発展が ,どうして中央大学 中心ではいけ覆いのかと云 う他派の議論を論
埠 していをいので不満足であると云う意見も出ました o しかし｢地方大学 ｣は
物性物理の発展には決 して無縁である筈はなく､,現実では ｢地方大学 ｣問題は
わが国における研究教育のあ り方上 ,極めて重要な問題であることは明らかだ
と思います O こわ時点でこれに対する問題点だけでも具体的に指摘したことは ,
この論文の価値として大いに認められるべきでしょう.特にらの論文を契機と
して論文｢｢共同利用研究所と地方大学 ｣について｣〔堀 淳一 ,物研vol.12
(19占9,5月 )･p.1-42)が投稿蕃れ,･｢埠方大学 ｣･おける研究の-
つの行き方が示唆されました｡これは ｢議串が議論を呼ぶ ｣と云 う太誌の趣旨









それに対処する笹は制度のいわゆる｢民主化 ｣と云うよう夜間題では夜 く ,個
々の研究者が自立的 ･主体的研究者へと自己を変革することに求められるべき
である としている O 具体的には癖究 ･教育過程に一切の管理 ,支配は不要であ
り,対話と相互批判のみで十分であるとし.その組織は各研究者の主体的基盤
の上に,成立 してこそ研究 ･教育は一つの自己形成の過程に在 り得るのでありI＼
このことは ｢批判的実践による変革主体の形成なしには空語である｣と結んで･







よりむしろ広 く多 くの研究者時好えるものを持 っていもと云えましょうO .この
論文は ,･勝木論文とは著者の立場 ,論文の論点共にいわば相補的な性格をもっ
てお り ,これ■も入選作としてふさわしいものと決ま りま･した.
-242-
編 集 後 記
4月から5月にかけて,今迄,編集部で活躍下さった,T事ん,Yさんが,
それぞれ京都以外の地へ移 られたため,.衛集員を辞S･れる事に査 りましたo特







9年 とは?という閑静を考えさせ,何 らかの考えを発展させ る一つの資料と怒
り得ると思いまサ O
奇か,今まで余 り交虎の費かった,京都輪舞.Eと地方縮集農の交流を含めた
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